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■
甲
佐
町
の
「
創
造
的
復
興
」
の

　
シ
ン
ボ
ル
が
完
成

　

11
月
22
日
（
金
）
豊
内
の
「
甲
佐
町
住
ま

い
の
復
興
拠
点
施
設
」
が
す
べ
て
完
成
し
、

落
成
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
町
が
役
場
東
側
の
隣
接
地

１
２
，８
０
０
平
方
㍍
に
熊
本
地
震
か
ら
の

復
旧
復
興
に
お
け
る
「
創
造
的
復
興
」
の
拠

点
と
し
て
整
備
に
着
手
。
復
旧
復
興
だ
け
で

な
く
移
住
定
住
や
多
世
代
交
流
に
つ
な
げ
る

た
め
、
甲
佐
地
区
災
害
公
営
住
宅
（
30
戸
）、

甲
佐
町
子
育
て
支
援
住
宅
「
ヴ
ェ
ル
デ
甲

佐
」（
20
戸
）、
都
市
防
災
公
園
「
甲
佐
地
区

防
災
公
園
」
を
一
体
的
な
空
間
と
し
て
整
備

し
ま
し
た
。

　

災
害
公
営
住
宅
は
平
成
31
年
４
月
か
ら
、

子
育
て
支
援
住
宅
は
９
月
か
ら
入
居
が
開
始
。

災
害
用
井
戸
や
耐
震
性
貯
水
槽
な
ど
を
備
え

る
都
市
防
災
公
園
が
11
月
に
完
成
し
、
復
興

す
る
甲
佐
町
の
シ
ン
ボ
ル
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

　

落
成
式
に
は
、
蒲
島
郁
夫
知
事
や
災
害
公

「
甲
佐
地
区
防
災
公
園
」
で
落
成
式
を
開
催

「
甲
佐
町
住
ま
い
の
復
興
拠
点
施
設
」
が
完
成

　

11
月
22
日
（
金
）
町
が
熊
本
地
震
か
ら
の
創
造
的
復

興
の
拠
点
と
し
て
役
場
東
側
に
整
備
し
た
「
甲
佐
町
住

ま
い
の
復
興
拠
点
施
設
」
が
す
べ
て
完
成
し
、
落
成
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
、
災
害
公
営
住
宅
と
子
育
て
支
援
住
宅
、

都
市
防
災
公
園
を
一
体
的
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

１

２
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営
住
宅
の
入
居
者
、
土
地
を
提
供
い
た
だ
い

た
地
権
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
。
奥
名

町
長
は
「
本
町
に
暮
ら
す
皆
様
と
新
た
に
定

住
さ
れ
る
子
育
て
世
代
と
を
優
し
く
つ
な
ぐ

空
間
は
、
復
興
の
み
な
ら
ず
創
生
を
見
据
え

た
復
興
へ
の
希
望
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

将
来
を
担
う
子
育
て
世
代
の
定
住
を
促
し
、

災
害
公
営
住
宅
入
居
者
と
の
多
世
代
間
交
流

を
図
る
こ
の
施
設
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

蒲
島
知
事
は
「
県
が
進
め
て
い
る
『
創
造

的
復
興
に
よ
る
将
来
の
地
方
創
生
の
達
成
』

の
第
１
歩
と
し
て
、
甲
佐
町
住
ま
い
の
復
興

拠
点
施
設
整
備
が
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ

ま
し
た
。

■「
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
事
業
」 

　
と
し
て
整
備

　
「
甲
佐
町
住
ま
い
の
復
興
拠
点
施
設
」
は
、

県
が
推
進
す
る
「
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ

ス
」
事
業
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
24
件
の
応
募
の
う
ち
、

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
「
岡
野
道
子
建
築
設

計
事
務
所
＋
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
」（
東
京
都
）
の
提
案
は
、
南
南
東
の
卓

越
風
を
活
か
し
た
風
の
道
や
、
季
節
や
時
間

の
変
化
を
考
慮
し
た
自
然
採
光
な
ど
、
甲
佐

町
の
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
。
災
害
公
営
住
宅
だ

け
で
な
く
子
育
て
支
援
住
宅
に
も
各
々
に
土

間
空
間
や
玄
関
先
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
繋
が
り
が
考
慮
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

１_完成した甲佐町住ま
いの復興拠点施設（左
から「甲佐町子育て支
援住宅」「甲佐地区防災
公園」「甲佐地区災害公
営住宅」）
２_南南東からの卓越風
が通り抜ける風の道か
ら「みんなの家」と子
育て支援住宅を望む
３_建設用地提供者を代
表して西住さん（下豊
内区）に感謝状を贈呈

　「甲佐町住まいの復興拠点施設」は、震災から
の復興や町活性化のシンボルとして甲佐地区災害
公営住宅と子育て支援住宅、都市防災公園を一体
的に整備しました。
●甲佐地区災害公営住宅
　・敷地面積：約7,900㎡
　・木造平屋建　15棟30戸（１戸2LDK（65㎡））
　・ 集会所「みんなの家」（木造平屋建て61.92㎡）
を設置して入居者や地域の交流の場として活用

　・平成31年３月完成、平成31年４月入居開始
　・総事業費：9.39億円
●甲佐町子育て支援住宅
　・敷地面積：約2,450㎡
　・鉄筋コンクリート３階建て
　　20戸（１戸2LDK（75㎡））
　・令和１年８月完成、令和１年９月入居開始
　・総事業費：7.50億円
●甲佐地区防災公園
　・面積：約2,400㎡　　・災害用井戸　１基
　・防災テント　２基（普段は休憩施設として使
　　用し、災害時は救護室などに利用可能）
　・総事業費：1.29億円

甲佐町住まいの復興拠点施設
全 体 図

３


